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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
顧
問
に
対
す
る
処
遇
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
外
務
省
顧
問
は
、
北
城
恪
太
郎
氏
、
竹
内
行
夫
氏
、
林
貞
行
氏
、
御
手
洗
冨
士
夫
氏
、
柳
井
俊
二
氏
及
び
山
口

信
夫
氏
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
九
日
現
在
、
外
務
省
顧
問
の
一
部
に
つ
い
て
、
外
務
省
内
に
執
務
室
が
置
か
れ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

外
務
省
顧
問
は
、
外
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
外
務
省
令
第
一
号
）
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
務

省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
な
施
策
に
参
画
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
九
年
四
月
九
日
現
在
、
御
指
摘
の
顧
問
に

つ
い
て
個
室
の
執
務
室
が
置
か
れ
て
い
る
。
当
該
執
務
室
に
は
、
御
指
摘
の
職
員
は
、
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
顧
問
は
、
外
務
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
な
施
策
に
随
時
参
画
し
て
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



六
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
九
日
現
在
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
顧
問
は
、
顧
問
就
任
以
来
平
成
十
九
年
四
月
九
日
ま
で
に
、
お
尋
ね
の
出
張
は
行
っ
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
顧
問
は
、
我
が
国
の
国
益
の
増
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
外
務
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
な

施
策
に
参
画
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二


